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Federation の wiki に
搭載予定 
Digital Repository 
Federation (DRF)によ
る広範な連携活動 
 
Open Access 運動の
推進(北大・千葉大と
連携) 
<コンテンツ> 
データリポジトリ機能
の追加 
・ 総合情報メディア
基盤センターとの
連携 
平成 18 年度は教員に
よるアドバイザ制度＝
アドボカシー活動 
↓ 
<組織的課題> 
機関リポジトリを中心
テーマとする研究開発
機能の導入 
 
・ 地球環境観測デー
タ･地球科学標本
画像データなどの
蓄積 
(検討中) OPEN！ 
オープンア
クセスの擁
護活動 
共同ワークショップ「日本の機関リポジトリの今２００６」ポスター・セッション資料
（2006年１１月16～１７日，於：千葉大学）
金沢大学学術情報リポジトリＫＵＲＡの作り方
金沢大学情報部
情報企画係作成
第1段階 第2段階 第３段階
ＩＲ設置検討の枠組作り コンテンツ収集のための作業とＰＲ 担当事務の確定と初期データの登録
金沢大学学術情報リポジトリ
ＫＵＲＡができるまで
ＳＴＡＲＴ2005年春頃
機関リポジト
リ（ＩＲ）が職員
の間で話題に
2005年9月
ＣＳＩ事業に採択される。
2005年10月
金沢大学機関リポジトリの在り方
に関する検討委員会（ＷＧ）を設
置
2005年11月18日
教育研究評議会でアナウンス
2005年11月22日
シンポジウム「これからの学術コ
ミュニケーション：電子ジャーナ
ル，オープンアクセス，機関リポジ
トリ」を実施
2005年12月
第1回アンケート
の実施
（学内紀要のＩＲ登録希
望の有無/著作権につい
ての調査）
2005年12月～
2006年1月
各部局の教授
会等でＩＲにつ
いてのプレゼン
を実施
*全部局で実施
2006年1～２月
第２回アンケート
の実施
（学術論文等のＩＲ
登録希望の有無/
最終稿の有無）
2005年12月～
2006年１月
第２回アンケー
ト用の教員別
論文リストの作
成（教員総覧Ｄ
Ｂ，ＳＤ，雑誌
記事索引等を
もとに）
*作業はアルバ
イトが担当
集　計
集　計
2005年10月28日
第1回ＷＧ：スケジュールと方針の確
認
外注でPDF化する
紀要の選定
NiiからCiNii
登録済論文
のPDFを受
領
2006年３月８日
第3回ＷＧ：アン
ケート結果のレ
ビューと今後の
運用方針の検
討。名称をKURA
に決定
2005年12月21日
第２回ＷＧ：アン
ケートの経過と方
針を確認
ＫＵＲＡ登録用
データ
2006年３月～
第２回アンケート結果の分析
（ＩＲ登録希望分についてSHERPAで許諾
を確認→最終稿を送るように連絡
WG
報告
2006年3月
Dspaceサーバのセットアップ（業者）
初期データ登録：論文データの収集
→許諾確認→メタデータ作成→登録
（１点ずつor一括登録）　1275件
2006年３月１０日
情報企画会議：KURA設置要綱の承認＝附
属図書館がIRの担当に
2006年４月１日
情報企画係（新設）がKURA担当に
2006年５月２６日
図書館委員会：KURA運用指針の承認
2006年６月１２日　KURA正式公開
2006年６月１６日
教育研究評議会でお披露目デモ
2006年６月２０日　プレスリリース
END ＆ ＳＴＡＲＴ
2006年８月　Ｈ18ＣＳＩ事業開始
ＩＲって
何?
情報担当理事
+教員3名+図
書館員
トップダウン
なぜか，グッ
ドタイミング
毎回１０
分ほど
回答率約50%
登録希望約8000件
論文最終稿あり約2500論
文
核となる
図書館にIRを置く。図
書館委員会担当に
2006年６月９日
情報企画会議でお披露目デモ
学長の書いた
学術論文の最
終稿を用意
オーストラリア出
張（or2006，QUT
等の見学）
